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はおおむね正常範囲内にあるも, その冠幅は全例とも平均値をやや下回り, また, 永久歯の融合歯も冠
幅は小さいが, その他の部分の計測値は平均値と大差はなく, 根長の幾分大なるものが多かった｡
2. 乳前歯ならびに永久前歯の融合歯では融合各歯が, その歯冠, 歯根を通じて全体合一 し, 唇, 舌側面
的にも大差ないものが断然多いことがわかった｡
3. 歯冠部における融合部の形態は乳歯融合歯では唇面に溝を示すものが隆起を呈するものよりも多く,
その融合部溝は上顎例では深 くて広く, 下顎例では浅 くて狭いものが多く, 舌面では全例とも辺縁隆線
は合一 していないので隆起はみられないo しかし, 永久前歯の融合歯では唇面に融合部の隆起するもの
が陥没するものよりも多く, 舌面では辺縁隆線の合一するものがかなりあり, 唇面の隆起するものは舌
面の辺縁隆線の合一による隆起することの多いことが判明した｡ そして, それらのうち, 中, 側切歯融
合症では融合部の隆起するものが多いのに, 側切歯, 犬歯融合症では構状に陥没するものが多かった｡
4. 根部における融合部は乳歯癒合症は全例とも凹陥して, 融合部溝を呈 し, それが, 下顎乳中, 側切歯
融合症では浅 くて狭いものが, また, 下顎乳側切歯, 犬歯融合症では深 くて狭いものが多かった｡ また
永久前歯融合症においても融合部溝は深 くて広く, 膚舌面的に特異点はない0







(∋ 歯髄脛の全体が合一するもの, ② 髄室は合一するが, 根管の個別的なもの, ③ 根管は合
一するが, 髄室の個別的なもの, ④ 歯髄腔が各歯別個のもの, の 4 種類に区分できた｡ そして, 乳歯,
永久歯とも(参が最多数にて首位を占め, ④が第 2 位で, ②, ①の順序に少なかった｡ うち, 中, 側切歯






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
隣接歯が相互に種々の程度に融合して, 正常の場合よりも歯数の減少を招くことがある｡ これを歯牙融
合症とよび, 奇形歯として取り扱われている｡ ところが, 組織発生のうえからこれを癒着歯, 融合歯, 双





存されていた乳前歯ならびに永久前歯の融合症75例について, 奇形歯, とくに融合歯の形態と, その成因
の究明を目標として, 肉眼的検索, レ線的観察, 小野氏歯髄腔内墨汁浸潤歯牙透明法による調査をとげた｡
すなわち, 乳歯および永久融合歯における各部の計測, 融合程度の精査, またそれの精密なる形態学的
観察一歯冠部における融合部の形態, 根部における融合の性状, 融合部以外の歯冠の形態, 融合歯におけ
る表面の性状, とくにエナメル質減形成の有無などについて精険し, また融合歯における歯髄腔の形態を
レ線像および墨汁浸潤歯牙透明法によって検討した｡ その結果いろいろと注目すべき成績をあげているの
であるが, とくに墨汁浸潤歯牙透明法によって, 各根管が融合歯においても個別状態のものがあり, その
場合, その各主根管が数多の管問側枝によって連絡することが判明したのは, 臨床的にも意義がある注目
すべき成果である｡ かくて, 結局著者は, 融合歯の成因については, 個体発生ならびに系統発生上の両因
子の関与を容認すべきであるとしている｡
以上は不明確な点が少なくなかった融合歯につき種々なる解明を与えたもので, したがってこの論文は
医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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